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<川柳コーナー>

今
回
の
３
月
議
会
、
一
般
質
問
は
４
人
、
各
委
員
会
か
ら
の
報
告

は
あ
る
も
の
の
、
本
議
会
で
質
問
討
論
し
た
議
員
は
、
ほ
ぼ
内
田
議

員
の
み
。
「
意
義
ナ
ー
シ
！
」
の
声
は
響
く
が
、
議
案
を
深
め
、
チ
ェ
ッ

ク
す
る
意
見
が
少
な
く
、
黙
っ
て
早
く
終
わ
る
の
を
待
っ
て
い
る
？

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
伴
う
関
係
予

算
は
、
正
規
職
員
と
同
じ
待
遇
に
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
町
の
対
応
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
条
例
で
、
勤
勉
手
当
を
支
給

せ
ず
、
育
休
の
職
場
復
帰
号
俸
調
整
も
適
用

し
ま
せ
ん
。
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
に
反
す

る
予
算
で
す
。

学
校
用
務
員
の
賃
金
で
は
、
２
名
が
再
任

用
、
５
名
の
会
計
年
度
職
員
の
採
用
で
あ
る

が
、
再
任
用
用
務
員
は
、
約
２
３
２
万
円
、

会
計
年
度
用
務
員
は
約
１
９
０
万
円
、
ボ
ー

ナ
ス
は
、
再
任
用
用
務
員
は
、
期
末
・
勤
勉

手
当
で
約
45
万
円
、
会
計
年
度
用
務
員
は
期

末
手
当
の
み
で
約
30
万
で
す
。
年
間
賃
金
で

約
40
万
、
ボ
ー
ナ
ス
で
も
約
15
万
円
程
の
差

別
を
温
存
し
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
同
じ
職

議
会
と
は
静
か
に
座
っ
て
耐
え
る
場
所
？

内福寺の花桃

務
内
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
15
分
の
勤
務
時
間

の
違
い
を
理
由
に
、
差
別
を
合
理
化
す
る
の

は
問
題
で
あ
り
、
改
善
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
間
の
差
別
も

あ
り
解
消
す
べ
き
で
す
。
少
な
く
と
も
す
べ

て
の
職
種
で
４
号
級
は
、
１
年
で
ア
ッ
プ
す

る
報
酬
単
価
表
に
か
え
る
べ
き
で
す
。

知
多
地
方
滞
納
整
理
機
構
へ
の

負
担
金
の
支
出
は
や
め
る
べ
き

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
促
進
県
期
成
同
盟

会
に
毎
年
３
千
円
支
出
し
て
い
ま
す
。
リ
ニ
ア

工
事
は
、
未
解
決
な
問
題
を
後
回
し
に
し
て
、

巨
額
な
国
費
・
県
負
担
金
を
生
む
強
引
な
計
画

で
す
。
採
算
は
赤
字
と
も
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
住
民
の
反
対
の
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

難
工
事
の
活
断
層
の
工
事
方
法
、
大
量
の
残

土
問
題
、
地
下
水
の
処
理
、

大
井
川
の
水
涸
れ
懸
念
、

膨
大
な
電
力
消
費
、
電
磁

波
問
題
、
そ
し
て
岐
阜
の

ウ
ラ
ン
鉱
床
掘
削
問
題
が

解
決
し
な
い
ま
ま
の
負
担

金
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

町
民
の
税
金
を
町
民
の
た
め
に
な
る
使
い
方
に

３
月
議
会
で
は
、
３
月
17
日
、
２
０
２
３
年
度
一
般
会
計
予
算
73
億
１
４
０
０
万

円
の
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
予
算
で
は
、
病
院
や
学
校
へ
通
う
、
買
い
物

等
の
離
島
交
通
費
助
成
が
、
大
人
16
枚
か
ら
20
枚
へ
、
小
人
14
枚
か
ら
18
枚
へ
増
や

し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
間
島
中
学
生
に
は
、
定
期
券
の
発
行
で
通
学
を
支
え
る
予
算
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
島
民
の
方
の
経
済
性
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
一
歩

前
進
予
算
で
す
。
し
か
し
、
内
田
議
員
は
、
次
の
よ
う
な
点
か
ら
反
対
し
ま
し
た
。

・
非
正
規
労
働
者
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
へ
の
差
別
を
解
消
し
て

・
一
般
会
計
か
ら
の
国
保
会
計
応
援
金
を
３
千
万
か
ら
２
千
万
円
に
引
き
下
げ
な
い
で

・
滞
納
整
理
機
構
・
リ
ニ
ア
建
設
へ
の
無
駄
な
負
担
金
は
問
題

・
給
食
費
一
部
無
償
化
、
大
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
に
も
っ
と
予
算
を
使
っ
て

反
対
討
論
の
中
か
ら
一
部
紹
介
し
ま
す
。
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入
れ
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
低
所
得
者

減
免
、
子
ど
も
均
等
割
り
減
免
な
ら
、
一
般

会
計
か
ら
の
投
入
も
可
能
で
す
。

低
所
得
者
で
子
ど
も
が
多
い
世
帯
に
は
、

均
等
割
・
平
等
割
で
大
変
厳
し
い
税
額
で
す
。

ま
ず
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
も
一
人
約
２
万
円
以

上
の
均
等
割
を
と
る
と
い
う
税
金
の
仕
組
み

は
、
子
育
て
応
援
か
ら
も
減
免
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
国
保
会
計
へ
の
増
額
は
、
ど
う
し

て
も
必
要
で
す
。
今
回
の
繰
り
入
れ
額
の
引

き
下
げ
は
国
保
会
計
を
圧
迫
し
、
国
民
健
康

保
険
税
を
大
き
く
値
上
げ
す
る
要
因
に
な
る

も
の
で
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の

差
別
賃
金
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い

国
保
会
計
へ
の
一
般
財
源
か
ら
の

法
定
外
繰
り
入
れ
を
も
っ
と
増
や
す
べ
き

国
保
会
計
は
、
県
統
一
の
制
度
と
な
り
、

今
年
も
昨
年
よ
り
高
い
標
準
保
険
料
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
民
が
払
え
る
国
保
税
と
す

る
た
め
に
、
本
来
は
全

国
知
事
会
も
要
請
し
て

い
る
１
兆
円
規
模
の
国

や
県
か
ら
の
責
任
を
も
っ

た
費
用
の
投
入
が
必
要

で
す
。
今
回
３
千
万
円

か
ら
２
千
万
円
に
繰
り

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
促
進

県
期
成
同
盟
会
の
負
担
金
を
や
め
る
べ
き

滞
納
整
理
機
構
へ
、
現
在
も
南
知
多
町
は

50
万
円
の
負
担
金
を
払
っ
て
い
ま
す
。
「
高

額
滞
納
者
に
対
し
て
成
果
が
あ
る
」
「
徴
収
技

術
の
向
上
」
な
ど
と
し
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
、

そ
の
徴
税
方
法
は
、
差
し
押
さ
え
を
前
提
に
強

権
的
な
手
法
が
と
ら
れ
る
の
が
前
提
で
す
。

滞
納
自
体
は
擁
護
す
べ
き
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
滞
納
に
至
る
理
由
は
、
様
々
で
す
。

払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
方
も
い
る
の
で
す
。

機
構
の
対
応
は
、
行
政
の
役
割
か
ら
切
り
離

さ
れ
た
、
非
日
常
の
行
政
姿
勢
そ
の
も
の
で
す
。

こ
れ
で
は
、
町
民
と
行
政
の
信
頼
関
係
が
近
く

な
る
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。
県
内
で
一
つ
し
か
残
っ

て
い
な
い
知
多
地
方
滞
納
整
理
機
構
は
解
散
す

べ
き
で
す
。
市
民
に
と
こ
と
ん
寄
り
添
う
行
政

を
行
う
滋
賀
県
野
洲
市
の
よ
う
に
、
住
民
に
寄

り
添
っ
た
心
あ
る
対
応
の
町
役
場
一
本
に
す
る

べ
き
で
す
。


